
第
53
回
（
平
成
16
年
度
）
彦
根
市
美
術
展
覧
会

が
、
９
月
28
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
出
品
数
５
１
２
点
、
こ
の
う
ち
惜
し
く
も

選
外
と
な
っ
た
１
８
１
点
を
除
く
３
３
１
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
美
術
愛

好
者
が
訪
れ
、
初
秋
の
ひ
と
と
き
を
芸
術
鑑
賞

に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
出
品
４
５
３
点
の
中
か
ら
、
市
展
賞
６

点
、
特
選
26
点
、
佳
作
13
点
、
入
選
２
８
２
点

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
３

年
間
連
続
特
選
受
賞
な
ど
に
よ
り
、
無
鑑
査
と

な
っ
た
人
の
作
品
か
ら
、
４
点
が
奨
励
賞
に
決

ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞
に
は
、

書
部
門
で
市
展
賞
を
受
賞
し
た
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑

査
奨
励
賞
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

︽
日
本
画
︾

市
展
賞

▽
か
ぼ
ち
ゃ
佐
々
泰や

す

子こ(

宇
尾
町)

特
　
選

▽
晩
秋
　
立た

ち

江え

惠え

美み

（
鳥
居
本
町
）

▽
追
想
　
谷
村
純す

み

子こ

（
後
三
条
町
）

▽
静
寂
　
深
田
澄
江
（
日
夏
町
）

︽
洋
　
画
︾

市
展
賞

▽
晩
秋
の
山
里
　
丸
山
恭き

ょ
う

子こ

（
西
葛
籠
町
）

特
　
選

▽
夜
明
け
の
港
　
伊
藤
稔
（
肥
田
町
）

▽
過
ぎ
ゆ
く
季き

（
ま
ち
は
ず
れ
の
軒
先
）
伊
藤

寿す

美み

江え

（
芹
橋
一
丁
目
）

▽
奥
入
瀬

お

い

ら

せ

初
秋
　
礒い

そ

野の

公き
み

子こ

（
犬
上
郡
多
賀
町
）

▽
花
瓶
の
中
の
ち
い
さ
な
秋
　
牧
村
明あ

希き

子こ

（
平
田
町
）

▽
夜
明
け
の
歌
Ⅱ
（
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
て
）
北
川

八
恵
子
（
平
田
町
）

▽
観
音
寺
窯
　
郷ご

う

野の

智
恵
子
（
平
田
町
）

▽
二
月
堂
へ
の
石
段
　
早は

や

崎さ
き

進
（
薩
摩
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
休
憩
　
石
原
省
吾
（
本
町
一
丁
目
）

︽
彫
　
刻
︾

市
展
賞

▽
10
秒
前
　
森
武
司
（
佐
和
山
町
）

特
　
選

▽
猛
暑
を
し
の
ぐ
河
童

か
っ
ぱ

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
藤
野

幹
夫
（
戸
賀
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
望
み
　
小
林
寿と

し

雄お

（
南
川
瀬
町
）

︽
美
術
工
芸
︾

市
展
賞

▽
落
日
　
南な

ん

場ば

房
枝
（
神
崎
郡
能
登
川
町
）

特
　
選

▽
松
原
の
蜆し

じ
み

と
り
船
　
川
端
澄
代
（
野
田
山
町
）

▽
河
童
淵

か

っ

ぱ

ぶ

ち

小
杉
明あ

き

生お

（
愛
知
郡
愛
知
川
町
）

▽
華
か
ん
む
り
　
樋
口
美
香
（
日
夏
町
）

︽
書
︾

市
展
賞

▽
赤
染
衛
門

あ

か

ぞ

め

え

も

ん

の
う
た
　
福
島
保
子
（
後
三
条
町
）

特
　
選

▽
宮
澤
賢
治
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
内
西

謹の
り

子こ

（
正
法
寺
町
）

▽
杜
甫

と

ほ

の
詩し

福
居
順す

な
お

（
坂
田
郡
近
江
町
）

▽
漢
詩
句
　
濱は

ま

川
文
子
（
中
藪
町
）

▽
琵
琶
湖
周
航
の
歌
　
田
口
智
子
（
彦
富
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
き
ょ
う

静せ
い

儀ぎ
の

詩し

北
川
依よ

り

子こ

（
東
浅
井
郡
虎
姫
町
）

︽
写
　
真
︾

市
展
賞

▽
夕
立
の
後
　
高
橋
重し

げ

孝た
か

（
薩
摩
町
）

特
　
選

▽
さ
く
ら
　
松
井
秀
夫
（
長
曽
根
南
町
）

▽
落
葉
　
鈴
木
秀
人
（
愛
知
郡
愛
知
川
町
）

▽
湖う

み

炎び

寺
村
弘
美
（
宮
田
町
）

▽
響
演
　
田
中
立た

ち

子こ

（
里
根
町
）

▽
氷
魚

ひ
ょ
う
ぎ
ょ

夏
川
美
恵
（
京
町
三
丁
目
）

▽
ホ
タ
ル
舞
う
　
武
藤
幹
男
（
松
原
町
）

▽
炎
暑

え

ん

し

ょ

山
口
善ぜ

ん

一い
ち

（
小
泉
町
）

▽
式
待
ち
の
二
人
　
疋
田
耕
一
（
日
夏
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
渓
谷
に
泳
ぐ
　
飯
田
晴は

る

喜き

（
野
田
山
町
）

な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
学
習

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ひ
こ
ね
っ
と
」

http://longlife.city.hikone.shiga.jp/

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１

９
０
番

展示会場の様子

第９回　ブラジルめぐり　その２

◆10月にはこどもの日
10月は、日本では気候が過ごしやすくなり、読書やス
ポーツなどいろいろなことをしたくなる季節です。ブラジ
ルでは、10月は春真っ盛り。そろそろ夏のバカンスの準
備を始めるころでしょうか。10月12日には「こどもの日」
があります。子どもたちにとってはプレゼントをもらえる
うれしい日です。この日は宗教上の祝日でもあり、学校も
お休みになります。
さて今回は、前回に引き続き、ブラジルのいろいろな地
域を紹介します。

◆大自然と首都　…中西部４州（■の部分）
広大なブラジル国土の中西部に位置するマット・グロッ
ソ州とマット・グロッソ・ド・スール州には、広大なパン
タナル湿原があります。ブラジル、ボリビア、パラグアイ
の３か国にまたがるこの湿原の面積は23万㎢。本州とほ
ぼ同じ面積です。「生命の楽園」と呼ばれるほど豊かで美
しい自然を保っていて、世界中から自然を愛する観光客が
訪れます。
沖縄から移住した人が多く住み、日系ブラジル人のなか
でも長寿の地域として知られています。
やはり中西部に位置するゴヤス州は、世界で最も新しい
都市として1960年に誕生した首都ブラジリアがあり、ブ
ラジルの政治の中心地になっています。
名物は、ワニの肉を油で揚げた「ジャカレ・フリット」
です。

◆日系人のもたらした経済的発展
…南東部４州（■の部分）

南東部は、日本からの移住者によってコーヒー栽培が盛
んになり、今やブラジルで最も経済的に発展している地域
です。国際空港のあるサンパウロ州は世界との窓口で、日
本の大手企業や銀行が支社や支店を設けています。サンパ
ウロ市は日系人や日本人が最も集中している都市で、46
都道府県の日本人会がそろっています。また、日系人によ
る商店の並ぶベ
ルタージ通りは、
日本製品が何で
も買える便利な
場所です。サン
パウロ州の隣に
は、観光地とし
て世界的に有名
なリオ・デ・ジ
ャネイロ州もあ
ります。
この地域の名
物「フェジョア
ーダ」は、アフ
リカから来た人たちから伝わったと言われる、豆と、豚の
全部位を使う料理です。また、トウモロコシの粉と魚介
類・野菜を混ぜて固めた料理「クスクス・パウリスタ」も
有名です。

◆ブラジルのなかのヨーロッパ
…南部３州（■の部分）

ブラジルで最も大きな湖があるリオ・グランデ・ド・ス
ール州は、滋賀県と姉妹提携を結んで来年25年目です。
私の生まれ育ったこの地域は、ドイツ、イタリア、ポルト
ガル、ポーランドなど、ヨーロッパからの移民が築きまし
た。そのため、ヨーロッパ風の文化や習慣が残っていたり、
教育水準が高く、外国の大手企業がたくさん進出していた
りします。また、四季の変化がはっきりしていて、今年の
冬（６～８月）にはブラジルでは珍しく２回も雪が降りま
した。その時には、いつも暑い地方から「寒さ」を体験す
るためにたくさんの人たちが訪れ、生まれて初めての雪を
楽しむ姿は、ブラジル全土にニュースで流されました。
この地域は、大豆、米、食肉の生産やワインの製造が盛
んです。また、名物シュハスコ（塩で味付けした肉を丸ご
と串に刺し、炭でじっくり焼いた料理）の専門店に行くと、
おいしい食事とともに、民族衣装を身に着けた人によるシ
ョーも楽しめます。

広大なブラジルは、そこに住む人や習慣も多彩で、とて
も愉快な国です。いつかブラジルを旅行する機会があれば、
ぜひ私を訪ねてください。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

▲サンパウロの近代的なまち並み


